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9 か月間の二酸化硫黄曝露による三宅島小児住民の呼吸器影響
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目的 2000年 6 月に三宅島雄山が噴火し，二酸化硫黄（SO2）を主とする火山ガス放出のため同年

9 月に全住民に島外避難命令が出された。火山ガス放出が続く中，火山ガスに関する健康リス

クコミュニケーションが実施され，2005年 2 月に避難命令は解除された。本研究では，帰島後

1 年 9 か月経過した時点における，SO2 濃度と小児の呼吸器影響の関連について，2006年 2 月

から11月の 9 か月間の変化を検討した。

方法 健診対象者は2006年11月時点で，三宅島に住民票登録のある19歳未満の住民を対象とした。

そのうち，受診者は，141人（受診率50.4％）で，33人は高感受性者（気管支喘息などの気道

過敏性のある呼吸器系疾患を持つ人あるいはその既往のあり，二酸化硫黄に対し高い感受性で

ある人）と判定された。

健康影響は，米国胸部疾患学会の標準化質問票に準拠した日本語版の自記式質問票により，

呼吸器に関する自覚症状調査，生活習慣，現病歴，既往歴等の情報を収集した。努力性肺活量

検査は，練習の後，1 被験者あたり 3 回本番の測定を実施した。

環境濃度は，既存の地区名を一義的な括りとし，当該地区の固定観測点での SO2 モニタリ

ングデータをもとに，避難指示解除より健診までの22か月間のデータについて，その平均値に

より居住地域を低濃度地区（Area L），比較的曝露濃度の高い 3 地域（H–1, H–2, H–3）と定

義し，SO2 濃度（ppm）はそれぞれ0.019, 0.026, 0.032, 0.045であった。

結果 自覚症状では，「のど」，「目」，「皮膚」の刺激や痛みの増加が，Area L と比較すると，H–3
で有意に訴え率が高かった。呼吸機能検査では，2006年 2 月と2006年11月のデータの比較にお

いて，高感受性者では％FVC，％FEV1 で有意に低下（P＝0.047, 0.027）していたが，普通感

受性者では低下は認めなかった。

結論 高感受性者では呼吸機能発達への影響の可能性も考えられ，注目して追跡観察していくべき

である。
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